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8月26～31日のエコツアーは、なんと参加者17人を迎える大所帯での開催となりました！　　
初めての体験で運営側の慣れない点もあり、参加者さんにはご迷惑をおかけすることもあり　　
ました…が、学生から社会人や定年退職後の方まで多様な年齢とバックグラウンドの方々が一緒
に行動し、参加者さん同士もいろいろな刺激を得るツアーとなったようです。また、今年は　　
龍谷大学との協働により5人の大学生が参加し、ツアー後に会員になったりイベントのお手伝い
に来てくれたりと積極的に関わってくれています。ここでは、「夏季海外体験学習プログラム」
としてエコツアーに参加した学生さんたちによる報告書の一部を紹介します。 

● 渡辺万葉さん（農学部　食品栄養学科　２年次生） ● 
長い夏休み、心に残る旅がしたいと思い申し込んでみたものの、電気も水道も無い村でホームス
テイ、知り合いが一人もいないのに大丈夫なのかと出発前は大きな不安を感じていました。しか
しいざ行ってみると、「日本に帰りたくない」と思うほど充実した楽しい毎日が待っていました。
私が滞在した村では水は川から汲んできます。桶に水を貯めて柄杓ですくい、トイレを流したり
水浴びをしたりします。川の水は茶色いため、はじめは少し抵抗がありました。しかし活動で　
沢山歩いた後に冷たい水を浴びた時とてもさっぱりして、２日目には慣れてしまいました。電気
は夕方5時から夜12時までしか使えませんが、夜10時にはみんな寝てしまいます。朝は鶏の声
で目が覚めます。このような生活の中では日中、電気は必要ないと気がつきました。私たちは　
日本の便利すぎる生活に慣れきっているため、電気が使えないことを不便だと感じます。しかし、
ここで生活していたら他と比べることがないので何の不満も無く生活するでしょう。最初不便だ
と思っていた自分を振り返って、人間は自分本位に物事を考えてしまうのだと思いました。 

● 中山志穂璃さん（文学部　哲学科　１年次生） ● 
ボルネオ島に到着した日に現地の環境NGOの事務所に行きました。そこでBASUKIさん達の　
経歴や自然保護への熱い気持ちを知りました。私は「よく自然保護をすることが大切であると　
言われますが、BASUKIさんは自然をどういうものであると考えますか。また、理想的な環境は
どういうものだと考えますか」と質問しました。彼は「人も動物も平等に自然の恩恵を受けられ
るのが理想的です。例えば一皿に盛られたご飯があるとしましょう。そのご飯をみんな平等に　

一度スタディツアーに参加すると、普通の旅行
では物足りなくなってしまいます。元気な子ど
もたちと走り回ったりホームステイ先のお母
さんに手作りポーチを貰ったり、植林や伝統
工芸作り体験、小学校見学など地域密着型の
旅行がスタディツアーです。心に残ること、　
感情が揺さぶられることが沢山あります。

行き渡るよう配分します。これと同様に地球の資源も全員で平等に分け合えるようにすることが
大切です」と答えてくれました。私は今まで動物のため、人のために資源を分け合うということ
を考えたこともありませんでした。日本はインドネシアで生産されているパーム油や木材を多く
輸入し使用しています。これは、私たちの生活が彼らの生活の中で使われるはずだった資源を　
搾取して成り立っているということです。同時に私たちには大切な資源を使う責任や資源を使っ

てものを作る責任が伴うはずです。そのために
も現地への植林や経済的支援を当たり前に行う
ことが必要だと感じました。 

● 藤本智元さん（政策学部　政策学科　３年次生） ● 
このエコツアーに参加するまで、「アブラヤシプランテーション問題」や「生態系サービスの　
重要性」など講義で教わって興味はあっても、どこか他人事であまり自分と関係がないことだと
感じていた。しかし、エコツアーに参加し青年団の取り組みやプランテーション問題を現地で　
学び、ホームステイをしてその土地の暮らしを体験したことにより全く他人事ではないというこ
とに気づかされた。（中略）私の心に残ったのは現地の青年団の方たちの環境保全に対する熱意、
意識の高さだ。ホームステイ先の村人の８割がアブラヤシプランテーションで働いているのだが、
私と同じような年代の青年団の方たちは、熱帯雨林を守りたいという強い意志で、苗作りや植林、
森林火災の消火活動、ガイドなど環境保全活動を行っている。彼らはそういった活動を決して高
くはない給料で取り組み、毎晩仲間達で集まり、問題点や課題を話し合っている。私は、もし同
じ立場だったら青年団に入って同じことができるのだろうかと真剣に考えてしまった。彼らの熱

い思い、意識の高さを間近で感じ、私ももっと環境
問題に向き合って何ができるかを考え、大切なもの
を守るために行動を起こせる人になりたいと思った。

普通の観光旅行は美しい部分しか見れませんが、
エコツアーでは良いことも悪いこともあらゆる
視点からインドネシアを見ることができ、とて
も有意義な一週間でした。このような貴重な体
験学習の場がもっと増えてほしいと思います。

今までやりたいと思ってもなかなか行動を起こせず
にいた。今回はそんな自分を変えたいという思いを
もってツアーに申込んだ。参加してみて、今まで自
分が狭い世界で生きてきたことに気づき、思い切っ
て行動を起こすと自分の知らない世界を知ることが
できるというかけがえのない経験を得られた。
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い思い、意識の高さを間近で感じ、私ももっと環境
問題に向き合って何ができるかを考え、大切なもの
を守るために行動を起こせる人になりたいと思った。

普通の観光旅行は美しい部分しか見れませんが、
エコツアーでは良いことも悪いこともあらゆる
視点からインドネシアを見ることができ、とて
も有意義な一週間でした。このような貴重な体
験学習の場がもっと増えてほしいと思います。

今までやりたいと思ってもなかなか行動を起こせず
にいた。今回はそんな自分を変えたいという思いを
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分が狭い世界で生きてきたことに気づき、思い切っ
て行動を起こすと自分の知らない世界を知ることが
できるというかけがえのない経験を得られた。
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● 大森光葉さん（国際学部　国際文化学科　1年次生） ● 
ボルネオ島を訪れて一番初めに感じたことは、オランウータン、天狗ザルなど多種多様な動物た
ちが住む自然豊かな森が本当に素晴らしいということだった。（中略）ドローンの空撮によりア
ブラヤシプランテーションの全体像を見ることが出来た。見渡す限りアブラヤシの木々が並んで
いて、空からは緑色いっぱいで綺麗に見えるが、これだけの土地の広さに元々森林があり、それ
らが伐採されているのだ。現地の森を守る活動をされている青年団のフェブリさんが私に話して
くれたことは「もうこれ以上アブラヤシプランテーションは必要ない。本当に今の面積で十分だ」
ということだ。しかし、現地のプランテーション会社は新たにプランテーション事業を別の場所
に開発しようとしていて、村にもコンタクトをとってきていると話していた。私はなぜ環境が壊
れるのに村の人たちは反対して開発を止めないのかと疑問に感じた。青年団のアドゥさんは開発
賛成の家庭を全て訪ねてプランテーション開発のデメリットを説明し、開発を止めようと説得し
ている。しかしある人から「俺たちに仕事をくれるのか？」と言われて、返す言葉がないのだそ
うだ。村の人たちも私たちと同じように自分たちの生活、子供たちの未来のためにお金が必要で、
そのために必死で働かなければならないのだとその話を聞いて改めて感じた。この状況を、　　
エコツーリズムにより観光客を現地に呼び込むことで解決できないだろうか。このスタディツアー
に参加して、エコツアーによる経済効果により村の人たちの生活と環境を守り、豊かに生活でき
るようにする可能性を確信することが
できた。

最高の友がたくさんでき、また会いた
いと心から思う人がそこにいるから、
そこで起こっている難しい問題を解決
するために手助けがしたくなる。他人
事ではなく自分のこととして思う、　
実際に現地に行って現地の人たちと　
交流して仲良くなることがとても大切。

＊＊＊＊＊ 
11月3日、6日のウータン30周
年記念イベントでは、関西・関
東ともに今年のエコツアー参加
者さんほぼ全員が駆けつけてく
ださり、ゲスト・イラさんとの
再会を楽しまれました！！ 

＊＊＊＊＊
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missy

10月の終わり、国立公園の火災跡地で青年団が実施
した5千本／5haの植林に同行した。昨年から何度か
一緒に植林活動をしてきているが、森の中で泊まり
込みの作業に張り付くのは初めて。いつも真夜中ま
で会議や冗談交じりのお喋りで盛り上がるまるで弟
みたいな若い子たちがどんな活躍をするのか、また
は弱音を吐きながら作業するのか�（笑）実際に　
見るのが楽しみだった。
数日前から昼夜問わずの打合わせを重ね、苗木の準

備や食料などの買い出し、船の整備に村全体への参加呼びかけとメンバーのリストアップ、とやるこ
と盛り沢山。植林参加に名乗りを上げたのは　総勢29人で、経験豊かな年配者から作業に慣れない
10代まで様々なメンバーが集まった。同じ村内の親戚・知合いとはいえ、家から離れた場所での2泊
3日の共同生活＆作業でこれだけ色んな人達をまとめるのは、20代前半の青年団コアメンバーにとっ
ては重い責任のはず…。
そうして迎えた当日。朝からまるでお祭りかのように賑やかに苗木を運び出す村の人たち。あれよ
あれよと苗木を小舟へ積み込んでいき、みんな好き勝手に出発しているような…（汗）コアメンバー
たちは全員を見送ってから出発すると言ったのに、現場監督を務める彼らは待てども待てども現場
に来ない…。早く仕事を片付けたい年長者はソワソワ、若者はハンモックで寝ながら携帯の音楽や
ゲームで遊ぶ、なんじゃこりゃ？？昼飯時にやっと到着した現場監督たちは、引潮のせいで川の　
水位が下がって船が出せなかったらしい。
滑り出しは少しコケたけど、着いてからは作業の順番や役割分担を取り仕切り、手分けして作業の
進捗やメンバーの体調管理などをしている姿が頼もしかった。炎天下でみんなと一緒に作業するだ
けでもヘトヘトになるのに、一方で弱音を吐く若い子たちをなだめ、もう一方では年配者には気を
つかい、さらにはみんなの食事や寝床への配慮と、よくも文句を垂れずにやってのけたと思う。　
作業の後半から降り出した雨のもと、植えた苗木だけでなく青年団もスクスクと成長しますように！

★今回の活躍メンバー★ 会計担当でお金入りリュックを肌身離さず作業するドニー（左）「missyが写真とるの大変やから
静止するで！」と気遣いヘンキー（中央）「植林ビデオつくりたいから動画送ってな！」の広報担当？フェブリ（右）

ウータンでは、タンジュン・プティン国立公園から川を隔ててすぐ目の前にあるタンジュン・ハラ
パン村で立ち上がった青年団を通して公園内や地域の植林活動を実施しています。地元の環境NGO
に長く勤めた若者が率いる青年団の「昔のような森を取り戻しながら村を良くしていきたい」とい
う想いに呼応し、植林の他にエコツアーなどにも一緒に取り組んでいます。
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◯ 第11回パーム油学習会の報告（2018年7月21日）◯

日本とパーム油の関わり
　日本は消費国としてパーム油とパーム核油を合わせて年間約70万トンくらいを消費しています。また、日本の　
商社やグローバルなメーカーは直接日本に売るだけでなく世界中で商品を売ってます。そういった日本の企業が扱っ
ているパーム油の量は、商社だけでも合わせると200万トン強、国内消費量の3倍になります。その他、投融資国と
して、日本の銀行がパーム油関連産業に投融資をしています。
パーム油発電
　それからもう一つ、最近急速に浮上してきたのが、エネルギーとして使うということ。ヨーロッパでは、だいぶ
前からパーム油をエネルギーとして使ってきているんですが、環境に悪い、人権侵害もあるということで、2020年
までにパーム油のエネルギー利用はやめるという方向で動いています。逆に日本は、自然エネルギーを増やそうと
いう政策がとられる中で、バイオマス発電に、まだ多くはないがパーム油が使われています。
プランテーション・ウォッチの目標
　「全くパーム油を使うのをやめましょう」ということを目指してはいません。パーム油を使った製品は私たちの
生活に溢れまくっていて、避けて通れない。また、マレーシア、インドネシアでは経済的に非常な大きな比重を占
めており、無くしていくのは現実的とは言えない。私たちが目指すのは、生産現場において「森林減少ゼロ、人権
侵害ゼロ、泥炭開発ゼロ（NDEP）」を実現することです。それを支えるために消費国では、企業（商社、メー
カー、小売）の調達方針を作り、そこにNDEPを明記
し、確実に実施するための確認作業が行われるようにす
ること。
　パーム油を使った発電に関しては、オイルパーム・　
プランテーションをつくる際に、森林伐採や泥炭開発に
よって温室効果ガスが大量に排出されており、発電所側
のホームページにあるようなカーボンニュートラルとは
とても言えないので、再生可能エネルギーとしては認め
られないので行わないこと。

ESG投資 
　ESGとは環境 Environment、社会 Social、統治 Governance のこと。国連がこのESGの観点から投資を行うよう
提唱したのが始まりです。投資家が取るべき行動として責任投資原則というのを言い出して、金融面から社会改善
をやりましょうと。要するに、投資する時にちゃんと環境問題、社会問題、企業統治に配慮した投資先にお金を　
流しましょうね、ということ。きちんとしてない場合は、投資の引き上げもありうるということです。�
投資の引き上げの例
　ノルウェー政府年金基金は、2012年から2015年の間にESG投資の方針に照らして持続不可能との判断から、　　
29のパーム油企業から投資を引き上げを決めました。また、森林破壊リスクがあるからと59社から投資を引き上
げました。こうした調査は公開されていて、他の機関・個人投資家の引上げや、企業改善への働きかけなどを行う
情報源にもなっています。

日本での影響 
　この波が2～3年前から日本に流れて来て、多くの企業が責任
投資原則に自主的に署名するんです。日本で広がったのは、　
年金基金（GPIF）がESG投資を始めたことが大きい。加えて、　
海外からの投資促進のため改革を進めようとの機運が高まった
ことなどもあります。これをNGO側から見ると、これまで「儲
かればいい」方向に向かっていた資金が環境問題、社会問題、
企業統治を考慮して流れて行く方向性をつくるチャンスになる。
実際、機関投資家の投資方針、融資方針、それから、融資、　
投資を受ける企業の調達方針にも大きく影響してきています。

パーム油問題解決！アクションガイド？－アジアの未来に熱帯林を残せるか－ 
　　飯沼佐代子さん（地球・人間環境フォーラム／プランテーション・ウォッチ）

パーム油問題解決に向けた金融や企業に対する取り組み状況について 
　川上豊幸さん（レインフォレスト・アクション・ネットワーク日本代表）
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Μ͡Όͳ͍͔ɺͱ͍͏ෆ͕͖҆ͭ·ͱ͍·͢ɻ͍޾ͳ͜ͱʹ͜Ε·Ͱ��਺೥ؒɺαϥϫΫʹೖΔ
͜ͱΛڋ൱͞Εͨ͜ͱ͸͋Γ·ͤΜɻ 
　͜͜਺೥ɺ΢ʔλϯͷ׆ಈ͕αϥϫ
Ϋ͔ΒΧϦϚϯλϯ΁Ҡ͍ͯ͠ߦ·͢ɻ
ऐ͍͠͡ײ΋͋Γ·͕͢ɺࢲʹٯͱͯ͠
͸΢ʔλϯʹੵۃతʹؔΘΕΔΑ͏ʹ
ͳΓɺت͹͍͠ঢ়گͰ΋͋Γ·͢ɻ͜ͷ
೥຤ʹ͸΢ʔλϯͷྗڠΛಘͯλϯδϡ
ϯɾϋϥύϯ΁தߴੜΛର৅ͱͨ͠ε
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ΈͤΔͷ͔ʁl)VUBO� "DUJPO� 4DIFEVMFz
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ウータン30周年によせて 
メッセージ 

 ੜさん ◯ 「ウータンとのビミョウな距離」ڞ઒ߥ�̋
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Ͱ͖Δ͜ͱΛߦ͑ߟಈ͢Δɺͱ͍͏ͶΒ͍ͷπΞʔͰ͢ɻ 
　౰࣌ͷ΢ʔλϯͷࢴؔػʹ͸ʮҧ๏െ࠾ʯʮαϥϫΫट૬ͷԚ৬ٙ࿭ʯʮڊେμϜ։ൃ൓ରʯ
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͸΢ʔλϯʹੵۃతʹؔΘΕΔΑ͏ʹ
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͓ͯΓ·͢ɻ ӈ୺͕ߥ઒͞Μ
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̋�ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓ�೤ଳ৿ྛอஂޢମɹɹɹɹ�
ೆ͞ࢠݚΜ�̋�
ɹ΋͏ͦΜͳʹͨͬܦΜͩʂͱ��೥ؒΛৼΓฦΔɻ�
౰ஂମ3'+΋དྷ೥Ͱ��प೥Λܴ͑Δɻஸ౓ಉ͡ࠒɺ��
ΞδΞͱೆถͷ೤ଳྛ໰୊ͱग़ձͬͨ͜ͱʹͳΔɻ�
Ӭా͞ΜͷΠϥετදࢴͷϨλʔ͕ಧͨ͘ͼʹυΩυ
Ω͠ͳ͕Βݱঢ়Λಡ·ͤͯ௖͖ɺਓ͝ͱͰ͸ͳ͘৺͕
�ʹԉΏ͑ࢧͷࠃଞʹ͍ޓ౓ͱͳ͘௧͘ͳͬͨɻ͓ز
೉໰Λ͍͔ʹվળ͍͔ͯ͘͠ʹۤ࿑͢Δɻ࣌ͱͯ͠��
໋ͷػةʹ΋ૺ۰͢Δ͕ɺͦΕͰ΋ఘΊͳ͍Ͱଓ͚ͯ
͍Δྗ͸ԿͳΜͩΖ͏ɻଟ෼ࣗવͷ๏ଇʹै͍೤ଳྛ
Ͱ฻Β͍ͯ͠Δɺઌॅຽ΍ಈ২෺Λ٘ਜ਼ʹͯ͠੒Γཱͬ
͍ͯΔઌਐࠃͷਓʑͷ฻Β͠Λͯ͑ߟ΋Β͍͍ͨɻ�
਎͕ύϥμΠϜͷγϑτΛ͠ͳ͚Ε͹ɺࣗͪͨࢲͯͦ͠
ੜ͖ͱ͠ੜ͚Δ໋͋Δશͯͷଘଓ͕ةͿ·ΕΔɻͦΜͳ૝͍͔Β׆ಈ͢Δ࣋ଓΤωϧΪʔ͕༙͘
ͷ͔΋͠Εͳ͍ɻͲͪΒʹͯ͠΋ϚϯϞεʹཱٜͪ͏͔޲ͷΑ͏͕ͩɺٜͷ஥ؒΛ૿΍͠ɺະདྷ
΁ͷޫΛઈ΍ͣ͞ؤுͬͯ΄͍͠ʂ�
ɹ੢Ԭ͞ΜΛ࢝Ίͱͯ͠ϝϯόʔͷօ͞·ͷߋͳΔ͝׆༂Λظ଴͍ͯ͠Δɻͦͯ͋͠Γ͕ͱ͏ʂ
͓ΊͰͱ͏ʂɹɹɹɹɹɹ�

̋�ύϓΞχϡʔΪχΞͱιϩϞϯॾౡͷ৿ΛकΔձɹ⁋֞ਖ਼඙͞Μ�̋��
ʮ̏̌೥ͯͬܦ૝͏͜ͱʯ��

ɹ൵؍తͳςʔϚ͕ଟ͍தɺ΢ʔλϯ��प೥
஍ݱ೦ձͰ͸ϘϧωΦ͔Βए͖Ϧʔμʔ͕ه
ͷݴ༿Ͱ೤͖ߦಈΛ஍Ҭͷݴ༿Ͱ͓࿩͠௖͖
·ͨ͠ɻ౦ژͷΑͲΜۭ͕ͩؾҰॠ੖ΕͨΑ
ΘΕ·ͨ͠ɻ����೥͔Β��೥ؒΑͧ͘ࢥʹ͏
ଓ͚ΒΕ·ͨ͠ɻ੢Ԭྑ෉ࢯͱͦͷҙࢤΛɹ
Β͔͕ͨͬ͋ྗ͍ڧձһͷํʑͷ೪Γͨ͑ࢧ
Ͱ͢ɻ͔͠͠ɺ͜ͷ஍্ٿͷ৿͸ࠓ΋ഁյ͞
Εଓ͚͍ͯ·͢ɻख์͠Ͱ໨ग़౓͍ͱ͸ͱͯ
΋͑ݴͳ͍ঢ়گͰ͢ɻ�
ɹ͜ͷ��೥͸ಉ༷ʹਓͷཉ๬ʹ͕ݶࡍແ͍ͱ

ԉ͍ͯ͠ΔύϓΞχϡʔΪχΞ΍ιϩϞϯॾౡࢧୡ͕ࢲӹʑ͋ΒΘʹͳͬͯདྷ·ͨ͠ɻ͕ࣄ͏͍
ͷࠃʑʹԙ͍ͯ΋ઌਐࠃ΍੓࣏ՈΒͷཉ๬͕ݪੜྛΛെ͠࠾ɺଜਓΛই͚ͭɺίϛϡχςΟʔΛ
ഁյ͠ଓ͚͍ͯ·͢ɻ঎ۀെ࠾ʢύʔϜ༉ɺϢʔΧϦ২ྛͷ໊ͷݩʣ͕ۙ೥ɺ੓෎ͷࡦࢪͷ΋ͱ
�ΘΕ͓ͯΓ·͢ɻߦ൑͕ࡋΓɺ͜ىΘΕ͓ͯΓɺ֤஍Ͱॅຽ͔Βͷૌু͕ߦ
ɹҰํɺ೔ຊͰ΋໦ࡐʢࢴ΍༻ࡐΛؚΊʣࣗڅ཰͸��ˋఔ౓Ͱ͢ɻηΩεΠɺμΠϫϋ΢εΛ͸
͡Ίͱ͢Δॅ୐ϝʔΧʔ͸޼Έͳࠂ޿એ఻Ͱਓʑͷ֮ײΛʹͿΒͤɺ֎ࡐͱ߹൘ɺू੒ࡐͷଟ༻
ʹΑΓॅ·͍Λۀ޻Խ͠ըҰԽ͞ΕͨॅۭؒΛ֦େൢച͍ͯ͠·͢ɻਓͷ৺ͱ఻౷จԽͷഁյ͕
ଓ͖·͢ɻ�
�าΈ͍ͨ΋ͷͰ͢ɻ͔ͯͬ޲ʹΛলΈͳ͕Βɺະདྷڈաʹڞ

����೥�݄γϯάʔɺϐΞϥεʹ͓͍ͯ�
ΧϠϙ଒௕࿝ϥΦʔχͱ

Ζӈ͔Β̎൪໨͕⁋֞͞Μޙ

̋�フリージャーナリスト　樫田秀樹さん ◯ɹ�
ɹࢲͱ΢ʔλϯͱͷग़ձ͍͸����೥ͷय़ɻ΢ʔλϯࣄ຿ہ௕ʢ౰࣌ʣͷ੢Ԭྑ෉͞Μͱ౦ژͰɹ
ग़ձ͍ɺࠓ౓ɺ΢ʔλϯͷϝϯόʔΛαϥϫΫʹ࿈Εͯͯͬߦͱཔ·Εͨͷ͕͖͔͚ͬͩͬͨɻ�
ɹ੢Ԭ͞Μ͸౰͔࣌ΒΑ͘஻ͬͨɻͪ͜Β͕΋͏຾ͯ͘΋஻ͬͨɻӺͷϗʔϜͰ͸ిं͕ಈ͖ɹ
ग़ͦ͏ͱ͢Ε͹ʰ଴ͬͯʂʱͱେ੠ͰిंΛࢭΊɺ೤ଳྛؔ࿈ͷूձͰ͸ͳ͔ͥδϟϯϓΛ͠ͳ
͕Β࿩͍ͯͨ͠ɻࢲ͸ͦΕ·Ͱେͨͬ͜ߦʹࡕͱ͕ͳ͘ɺେࡕͱ͑ݴ͹Ͳ͏ͯ͠΋٢ຊۀڵͷɹ
ܳਓͷΠϝʔδ͔͠༗͓ͯ͠Β ɺͣՌͨͯͦ͠ͷΠϝʔδ௨Γͷ੢Ԭ͞Μͱग़ձͬͨ΋ͷ͔ͩΒɺ
ʮ͜Ε͕ඪ४ͷେࡕਓ͔ɻ͛͑֗ͩ͢ͳ͋ʯͱͨͬࢥɻͱ͜Ζ͕ͦͷཌ೥͔ͩͬͨɺ΢ʔλϯͰ
Λ๚ΕΔͱɺग़ձͬͨͷ͸ɺ႓ா໘ͳӬా͞Μɺ͓ͬͱΓͨ͠ҪԼࡕԋΛ͢ΔͨΊʹॳΊͯେߨ
͞ΜΒ͘͝ී௨ͷ೔ຊਓ͹͔ΓͰɺ
ॳΊͯ੢Ԭ͞ΜͷΩϟϥ͕ਓؒɹ
཭Εͨ͠΋ͷͩͱ஌Δɻɹ�
ɹ͍΍ɺࢲ͸੢Ԭ͞ΜΛഅࣛʹ͠
͍ͯΔͷͰ͸ͳ͍ɻͦͷಠಛͷΩϟ
ϥ͕ͦͷޙͷҧ๏െ࠾ͷఠൃͳͲ
Λ͚ΜҾ͠ɺ࿝एஉঁͷؾݩͳɹ
ϝϯόʔΛҭͯɺ೔ຊͰ࠷΋ؾݩ
ͳ೤ଳྛอ׆ޢಈΛଓ͚Δ͜ͱʹ
৺͔Βܟҙ͢Δɻૣ͍΋ͷͰ͕ࢲ
αϥϫΫʹؔΘͬͯ΋͏��೥͕ɹ
ͱ͏ͱ͢Δ͕ɺ΢ʔλϯͷօ͞ܦ
Μͱ͸ੋඇҰॹʹࢮ͵·Ͱ׆ಈΛ
ଓ͚͍͖ͯ·͠ΐ͏ʂ�

̋�ϥϛϯௐࠪձɹԞଜ஌ѥࢠさん ◯�
� ΢ʔλϯ��प೥ͷू͍ʹग़͔͚ɺͨ͘͞Μͷջ͔͍͠ํʑʹ͓ձ͍Ͱ͖͍ࢥ͘͠خ·ͨ͠ɻ���
ϠϠοτࢯͱ΋࠶ձͰ͖͜ͷؒͷ೥݄ΛৼΓฦΓ·ͨ͠ɻϠϠοτࢯͱ๢͖ΞϧϏࢯͱҰॹʹ
����೥ʹҧ๏ࡐͷͨΊʹೆߓΛา͖ɺߦ੓΍ۀاʹަবʹ͖ߦ·ͨ͠ɻҧ๏ࢭఀ༺࢖ࡐͷͨΊʹɺ
ϫγϯτϯ৚໿෇ଐॻ̏ʹೖΔϥϛϯࡐΛγϯϘϦοΫʹऔΓ্֤͛ͯํ໘ʹ࢖༻Λͯ͑߇΋Β
͑ΔӡಈʹͰ͖ΔϏδϣϯΛ௫Ίͨͷ͸ɺ൴ΒͷΑ͏ʹڥࠃΛӽ͑ͯ஍ٿͷͨΊʹಇ͘एً͍͘

ࠢʹ৮Ε͔ͨΒͰͨ͠ɻ·ͨɺϥϛϯࡐ
ʹ͍ͭͯɺ͔ߓΒΤϯυϢʔβʔ·Ͱ༷ʑ
ͳۀछʹ౉Γௐ΂͍ͯͬͨϓϩηεΛɹ
Ұॹʹา͍ͯ͘Εͨ૬ָ͞Μ࢝Ίɺଟ͘
ͷձٞΛͱ΋ʹͯ͘͠Εͨϥϛϯௐࠪձ
ͷํʑʹँײਃ্͛͠·͢ɻ�
͜ͷؒɺੴ࡚͞Μ࢝Ίए͍ੈ୅ʹότϯ
Λ౉͢͜ͱ͕Ͱ͖ɺͦͷ͓͔͛Ͱए͍ੈ
୅ͷํʑ͕ͨ͘͞Μ׆༂͞Ε͍ͯΔͷΛ
ࠓɻ͢·͍ࢥ͹͘͠تʹฉ͖ͯ͠ຊ౰ݟ
ಈΛӨͳ͕ΒԠԉͯ͠׆ͷ΢ʔλϯͷޙ
͓Γ·͢ɻ�ӈ୺͕Ԟଜ͞Μ

ϘϧωΦౡΧϠϯͷଜͷমാͰͷऩ֭෩ܠʢֽా͞ΜࡱӨʣ
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ΞδΞͱೆถͷ೤ଳྛ໰୊ͱग़ձͬͨ͜ͱʹͳΔɻ�
Ӭా͞ΜͷΠϥετදࢴͷϨλʔ͕ಧͨ͘ͼʹυΩυ
Ω͠ͳ͕Βݱঢ়Λಡ·ͤͯ௖͖ɺਓ͝ͱͰ͸ͳ͘৺͕
�ʹԉΏ͑ࢧͷࠃଞʹ͍ޓ౓ͱͳ͘௧͘ͳͬͨɻ͓ز
೉໰Λ͍͔ʹվળ͍͔ͯ͘͠ʹۤ࿑͢Δɻ࣌ͱͯ͠��
໋ͷػةʹ΋ૺ۰͢Δ͕ɺͦΕͰ΋ఘΊͳ͍Ͱଓ͚ͯ
͍Δྗ͸ԿͳΜͩΖ͏ɻଟ෼ࣗવͷ๏ଇʹै͍೤ଳྛ
Ͱ฻Β͍ͯ͠Δɺઌॅຽ΍ಈ২෺Λ٘ਜ਼ʹͯ͠੒Γཱͬ
͍ͯΔઌਐࠃͷਓʑͷ฻Β͠Λͯ͑ߟ΋Β͍͍ͨɻ�
਎͕ύϥμΠϜͷγϑτΛ͠ͳ͚Ε͹ɺࣗͪͨࢲͯͦ͠
ੜ͖ͱ͠ੜ͚Δ໋͋Δશͯͷଘଓ͕ةͿ·ΕΔɻͦΜͳ૝͍͔Β׆ಈ͢Δ࣋ଓΤωϧΪʔ͕༙͘
ͷ͔΋͠Εͳ͍ɻͲͪΒʹͯ͠΋ϚϯϞεʹཱٜͪ͏͔޲ͷΑ͏͕ͩɺٜͷ஥ؒΛ૿΍͠ɺະདྷ
΁ͷޫΛઈ΍ͣ͞ؤுͬͯ΄͍͠ʂ�
ɹ੢Ԭ͞ΜΛ࢝Ίͱͯ͠ϝϯόʔͷօ͞·ͷߋͳΔ͝׆༂Λظ଴͍ͯ͠Δɻͦͯ͋͠Γ͕ͱ͏ʂ
͓ΊͰͱ͏ʂɹɹɹɹɹɹ�

̋�ύϓΞχϡʔΪχΞͱιϩϞϯॾౡͷ৿ΛकΔձɹ⁋֞ਖ਼඙͞Μ�̋��
ʮ̏̌೥ͯͬܦ૝͏͜ͱʯ��

ɹ൵؍తͳςʔϚ͕ଟ͍தɺ΢ʔλϯ��प೥
஍ݱ೦ձͰ͸ϘϧωΦ͔Βए͖Ϧʔμʔ͕ه
ͷݴ༿Ͱ೤͖ߦಈΛ஍Ҭͷݴ༿Ͱ͓࿩͠௖͖
·ͨ͠ɻ౦ژͷΑͲΜۭ͕ͩؾҰॠ੖ΕͨΑ
ΘΕ·ͨ͠ɻ����೥͔Β��೥ؒΑͧ͘ࢥʹ͏
ଓ͚ΒΕ·ͨ͠ɻ੢Ԭྑ෉ࢯͱͦͷҙࢤΛɹ
Β͔͕ͨͬ͋ྗ͍ڧձһͷํʑͷ೪Γͨ͑ࢧ
Ͱ͢ɻ͔͠͠ɺ͜ͷ஍্ٿͷ৿͸ࠓ΋ഁյ͞
Εଓ͚͍ͯ·͢ɻख์͠Ͱ໨ग़౓͍ͱ͸ͱͯ
΋͑ݴͳ͍ঢ়گͰ͢ɻ�
ɹ͜ͷ��೥͸ಉ༷ʹਓͷཉ๬ʹ͕ݶࡍແ͍ͱ

ԉ͍ͯ͠ΔύϓΞχϡʔΪχΞ΍ιϩϞϯॾౡࢧୡ͕ࢲӹʑ͋ΒΘʹͳͬͯདྷ·ͨ͠ɻ͕ࣄ͏͍
ͷࠃʑʹԙ͍ͯ΋ઌਐࠃ΍੓࣏ՈΒͷཉ๬͕ݪੜྛΛെ͠࠾ɺଜਓΛই͚ͭɺίϛϡχςΟʔΛ
ഁյ͠ଓ͚͍ͯ·͢ɻ঎ۀെ࠾ʢύʔϜ༉ɺϢʔΧϦ২ྛͷ໊ͷݩʣ͕ۙ೥ɺ੓෎ͷࡦࢪͷ΋ͱ
�ΘΕ͓ͯΓ·͢ɻߦ൑͕ࡋΓɺ͜ىΘΕ͓ͯΓɺ֤஍Ͱॅຽ͔Βͷૌু͕ߦ
ɹҰํɺ೔ຊͰ΋໦ࡐʢࢴ΍༻ࡐΛؚΊʣࣗڅ཰͸��ˋఔ౓Ͱ͢ɻηΩεΠɺμΠϫϋ΢εΛ͸
͡Ίͱ͢Δॅ୐ϝʔΧʔ͸޼Έͳࠂ޿એ఻Ͱਓʑͷ֮ײΛʹͿΒͤɺ֎ࡐͱ߹൘ɺू੒ࡐͷଟ༻
ʹΑΓॅ·͍Λۀ޻Խ͠ըҰԽ͞ΕͨॅۭؒΛ֦େൢച͍ͯ͠·͢ɻਓͷ৺ͱ఻౷จԽͷഁյ͕
ଓ͖·͢ɻ�
�าΈ͍ͨ΋ͷͰ͢ɻ͔ͯͬ޲ʹΛলΈͳ͕Βɺະདྷڈաʹڞ

����೥�݄γϯάʔɺϐΞϥεʹ͓͍ͯ�
ΧϠϙ଒௕࿝ϥΦʔχͱ

Ζӈ͔Β̎൪໨͕⁋֞͞Μޙ

̋�フリージャーナリスト　樫田秀樹さん ◯ɹ�
ɹࢲͱ΢ʔλϯͱͷग़ձ͍͸����೥ͷय़ɻ΢ʔλϯࣄ຿ہ௕ʢ౰࣌ʣͷ੢Ԭྑ෉͞Μͱ౦ژͰɹ
ग़ձ͍ɺࠓ౓ɺ΢ʔλϯͷϝϯόʔΛαϥϫΫʹ࿈Εͯͯͬߦͱཔ·Εͨͷ͕͖͔͚ͬͩͬͨɻ�
ɹ੢Ԭ͞Μ͸౰͔࣌ΒΑ͘஻ͬͨɻͪ͜Β͕΋͏຾ͯ͘΋஻ͬͨɻӺͷϗʔϜͰ͸ిं͕ಈ͖ɹ
ग़ͦ͏ͱ͢Ε͹ʰ଴ͬͯʂʱͱେ੠ͰిंΛࢭΊɺ೤ଳྛؔ࿈ͷूձͰ͸ͳ͔ͥδϟϯϓΛ͠ͳ
͕Β࿩͍ͯͨ͠ɻࢲ͸ͦΕ·Ͱେͨͬ͜ߦʹࡕͱ͕ͳ͘ɺେࡕͱ͑ݴ͹Ͳ͏ͯ͠΋٢ຊۀڵͷɹ
ܳਓͷΠϝʔδ͔͠༗͓ͯ͠Β ɺͣՌͨͯͦ͠ͷΠϝʔδ௨Γͷ੢Ԭ͞Μͱग़ձͬͨ΋ͷ͔ͩΒɺ
ʮ͜Ε͕ඪ४ͷେࡕਓ͔ɻ͛͑֗ͩ͢ͳ͋ʯͱͨͬࢥɻͱ͜Ζ͕ͦͷཌ೥͔ͩͬͨɺ΢ʔλϯͰ
Λ๚ΕΔͱɺग़ձͬͨͷ͸ɺ႓ா໘ͳӬా͞Μɺ͓ͬͱΓͨ͠ҪԼࡕԋΛ͢ΔͨΊʹॳΊͯେߨ
͞ΜΒ͘͝ී௨ͷ೔ຊਓ͹͔ΓͰɺ
ॳΊͯ੢Ԭ͞ΜͷΩϟϥ͕ਓؒɹ
཭Εͨ͠΋ͷͩͱ஌Δɻɹ�
ɹ͍΍ɺࢲ͸੢Ԭ͞ΜΛഅࣛʹ͠
͍ͯΔͷͰ͸ͳ͍ɻͦͷಠಛͷΩϟ
ϥ͕ͦͷޙͷҧ๏െ࠾ͷఠൃͳͲ
Λ͚ΜҾ͠ɺ࿝एஉঁͷؾݩͳɹ
ϝϯόʔΛҭͯɺ೔ຊͰ࠷΋ؾݩ
ͳ೤ଳྛอ׆ޢಈΛଓ͚Δ͜ͱʹ
৺͔Βܟҙ͢Δɻૣ͍΋ͷͰ͕ࢲ
αϥϫΫʹؔΘͬͯ΋͏��೥͕ɹ
ͱ͏ͱ͢Δ͕ɺ΢ʔλϯͷօ͞ܦ
Μͱ͸ੋඇҰॹʹࢮ͵·Ͱ׆ಈΛ
ଓ͚͍͖ͯ·͠ΐ͏ʂ�

̋�ϥϛϯௐࠪձɹԞଜ஌ѥࢠさん ◯�
� ΢ʔλϯ��प೥ͷू͍ʹग़͔͚ɺͨ͘͞Μͷջ͔͍͠ํʑʹ͓ձ͍Ͱ͖͍ࢥ͘͠خ·ͨ͠ɻ���
ϠϠοτࢯͱ΋࠶ձͰ͖͜ͷؒͷ೥݄ΛৼΓฦΓ·ͨ͠ɻϠϠοτࢯͱ๢͖ΞϧϏࢯͱҰॹʹ
����೥ʹҧ๏ࡐͷͨΊʹೆߓΛา͖ɺߦ੓΍ۀاʹަবʹ͖ߦ·ͨ͠ɻҧ๏ࢭఀ༺࢖ࡐͷͨΊʹɺ
ϫγϯτϯ৚໿෇ଐॻ̏ʹೖΔϥϛϯࡐΛγϯϘϦοΫʹऔΓ্֤͛ͯํ໘ʹ࢖༻Λͯ͑߇΋Β
͑ΔӡಈʹͰ͖ΔϏδϣϯΛ௫Ίͨͷ͸ɺ൴ΒͷΑ͏ʹڥࠃΛӽ͑ͯ஍ٿͷͨΊʹಇ͘एً͍͘

ࠢʹ৮Ε͔ͨΒͰͨ͠ɻ·ͨɺϥϛϯࡐ
ʹ͍ͭͯɺ͔ߓΒΤϯυϢʔβʔ·Ͱ༷ʑ
ͳۀछʹ౉Γௐ΂͍ͯͬͨϓϩηεΛɹ
Ұॹʹา͍ͯ͘Εͨ૬ָ͞Μ࢝Ίɺଟ͘
ͷձٞΛͱ΋ʹͯ͘͠Εͨϥϛϯௐࠪձ
ͷํʑʹँײਃ্͛͠·͢ɻ�
͜ͷؒɺੴ࡚͞Μ࢝Ίए͍ੈ୅ʹότϯ
Λ౉͢͜ͱ͕Ͱ͖ɺͦͷ͓͔͛Ͱए͍ੈ
୅ͷํʑ͕ͨ͘͞Μ׆༂͞Ε͍ͯΔͷΛ
ࠓɻ͢·͍ࢥ͹͘͠تʹฉ͖ͯ͠ຊ౰ݟ
ಈΛӨͳ͕ΒԠԉͯ͠׆ͷ΢ʔλϯͷޙ
͓Γ·͢ɻ�ӈ୺͕Ԟଜ͞Μ

ϘϧωΦౡΧϠϯͷଜͷমാͰͷऩ֭෩ܠʢֽా͞ΜࡱӨʣ
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http://www.hutangroup.org

  ウータン・森と生活を考える会  
【OFFICE】  〒 530-0015 大阪市北区中崎西1-6-36

サクラビル新館308
「関西市民連合」気付
Tel.06-6372-1561

【一部】411円【年会費】5111円
【郵便振替】11:41.5.4991

◉購読希望の方は郵便振替で申し込み下さるか、又事務所までご連絡下さい。
◉ウータン定例会は、火曜日7:00pmより「関西市民連合」事務所にておこなっております。

mail：contact-hutan@hutangroup.org
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（インドネシア土地問題情報センター代表、
京都大学東南アジア研究センター招聘教授、
前インドネシア国家人権委員会副委員長） 
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（ワンワールドフェスティバルの会場内）
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＊地球環境基金の助成を受けて実施します 
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大部分がまだ広大な熱帯林に覆われたニューギニア島のパプア州は，インドネシア国家の政策の
もとスマトラ島・ボルネオ島に次ぐ開発のターゲットとなっていて，2020年までに大阪府の面
積の20倍の森がアブラヤシ農園にされようとしています。多くの企業が進出を始めていますが，
その裏にはバイオ燃料など様々な産業での需要が増えていることがあります。しかし，パプアで
は1980年代以来，広大な先住民の土地が開発のために奪われ，軍や私兵による人権侵害も行わ
れてきました。企業は地元住民の人権や環境問題を無視して開発を進めていて、政府が掲げる　
「権利に基づいた開発」「持続可能なパーム油生産」，「環境への配慮」は口先だけの政策になっ
ています。日本でも身近な食品や洗剤などに使われているパーム油（「植物油脂」という表示の
中に隠れていることも）の生産現場で起きていることについてお聞きする貴重な機会です。ワン
ワールドフェスティバルにお立ち寄りの際には、ぜひお越しください！ 
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